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	応用
	抗原情報
	背景
	MAD2L1は、有糸分裂紡錘体組み立てチェックポイントの構成要素であり、すべての染色体が中期板で適切に整列するまで後期の開始を阻止する。MAD2L1は、1番染色体に位置するMAD2L2遺伝子と関連している。MAD2の擬似遺伝子は14番染色体にマッピングされている。[RefSeq提供、2008年7月],domain: このタンパク質は、大きく異なる2つの天然構造、すなわちCDC20に結合できず細胞質単量体で優勢となる不活性なオープン構造と、活性なクローズド構造を有する。クローズド構造のタンパク質は、オープン構造の別の分子と優先的に二量体を形成するが、クローズド構造の分子とも二量体を形成する。閉じた構造のMAD1L1分子とMAD2L1分子を含むヘテロ四量体コア複合体の形成は、開いた構造のMAD2L1の別の分子の結合と、開いた形態から閉じた形態への変換を促進し、それによってCDC20との相互作用を促進します。,機能:中期板ですべての染色体が正しく整列するまで後期の開始を防ぐスピンドルアセンブリチェックポイントの構成要素。キネトコア-スピンドル接着のプロセスを監視し、中期板ですべての染色体が整列するまでCDC20を隔離することにより後期促進複合体の活性を阻害する有糸分裂チェックポイントの実行に必要です。,PTM:複数のセリン残基がリン酸化されています。リン酸化レベルは細胞周期中に変化し、有糸分裂中に最も高くなります。リン酸化によりMAD1L1との相互作用が消失し、CDC20との相互作用が減少します。,類似性:MAD2ファミリーに属します。,類似性:1つのHORMAドメインを含みます。,細胞内局在:MAD1L1によって未結合動原体にリクルートされます（おそらく）。間期にTPRによって核膜孔複合体にリクルートされます。,サブユニット:モノマーおよびホモダイマー。MAD1L1とヘテロテトラマーを形成します。MAD1L1とMAD2L1をそれぞれ2分子ずつ含むヘテロテトラマーコア複合体の形成により、別のMAD2L1分子が各MAD2L1に結合し、ヘテロヘキサマーが形成されます。CDC20、MAD2L1BP、およびADAM17/TACEと相互作用します。閉じた構造のダイマーMAD2L1はCDC20と相互作用します。開いた構造の単量体MAD2L1はCDC20と相互作用しない。CDC20はMAD2L1との結合においてMAD1L1と競合する。TPRと相互作用する。
	研究分野
	Cell_Cycle_G1S;Cell_Cycle_G2M_DNA;卵母細胞減数分裂;プロゲステロンによる卵母細胞成熟;
	画像データ
	

	MAD2L1抗体のウェスタンブロット解析。右レーンはMAD2L1ペプチドでブロッキングされている。
	

	MAD2L1 抗体を使用した HUVEC 細胞溶解物のウエスタンブロット分析。
	

	MAD2ポリクローナル抗体を1：1000に希釈して様々な細胞をウェスタンブロット分析した。
	

	MAD2ポリクローナル抗体（1：1000希釈）を用いたA549細胞のウェスタンブロット解析

